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午
後
一
時
半
か
ら
休
憩
を
挟

み
深
夜
ま
で
一
般
応
募
作
品

を
「
六
回
戦
」
に
分
け
て
上

映
を
行
う
。
一
般
応
募
の
二

十
八
本
の
う
ち
映
画
塾
関
係

は
十
八
本
。
残
り
は
、
新

潟
、
山
形
、
愛
知
、
東
京
な

ど
か
ら
の
応
募
作
品
だ
。

　
大
杉
氏
主
演
の
「
黒
い
カ

ナ
リ
ア
」
の
監
督
を
努
め
た

田
巻
さ
ん
は
現
在
、
新
潟
市

内
に
あ
る
新
潟
県
立
新
潟
南

高
校
の
三
年
生
。
九
九
年
の

五
月
、
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
で

開
か
れ
た
大
杉
氏
特
集
の
オ

ー
ル
ナ
イ
ト
で
、
大
杉
氏
に

「
僕
の
作
品
に
出
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
」
と
質
問
し
た
の

が
き
っ
か
け
。
田
巻
さ
ん
は

「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
見
な
が
ら
、
こ
の

人

大
杉
氏
）
と
一
緒
に
映

画
撮
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

ら
手
を
挙
げ
て
い
た
」
と
言

う
。
　
「
ひ
ら
め
き
だ
っ
た
」
。

十
七
歳
の
熱
意
に
対
し
、
大

杉
氏
は
「
送
ら
れ
た
シ
ナ
リ

オ
を
読
ん
で
、
荒
い
な
あ
と

思
っ
た
。
で
も
自
分
が
や
っ

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
い
う
興

味
が
あ
っ
た
。
僕
は
い
つ
も

監
督
と
レ
ッ
ツ
・
ゴ
ー
、
一

緒
に
や
ろ
う
と
い
う
ス
タ
ン

ス
。
田
巻
君
と
も
ス
タ
ン
ス

は
同
じ
だ
っ
た
」
と
言
う
。

　
撮
影
は
十
一
月
一
、
二
日

の
両
日
、
新
潟
市
内
で
行
わ

れ
た
。
物
語
は
「
あ
る
男
が

朝
起
き
た
ら
カ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
た
」
と
い
う
『
カ
フ

カ
』
ば
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
映
画
塾
の
ス

タ
ッ
フ
も
手
伝
っ
た
が
、
撮

　
初
め
て
二
日
間
の
開
催

と
な
っ
た
第
三
回
は
、
初

日
の
二
十
日
午
後
七
時
か

ら
第
４
期
講
座
の
卒
業
作

品
を
上
映
。
二
十
一
日
は

第
七
号
（
九
九
冬
）

編
集
・
発
行

に
い
が
た
映
画
塾

〒
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５
０

０
０
８
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新
潟
市
花
園
２
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２
飛
鳥
ビ
ル
　

　
電
話

フ
ァ
ク
ス

　
　
０
２
５

２
４
８

９
０
８
８

影
な
ど
主
要
な
パ
ー
ト
は
田

巻
さ
ん
の
友
人
の
高
校
生
が

担
当
し
た
。
「
で
き
あ
が
っ

た
作
品
が
成
功
し
よ
う
が
、

失
敗
し
よ
う
が
関
係
な
い
。

プ
ロ
の
監
督
と
同
じ
く
、
一

つ
の
『
セ
ッ
シ
ョ
ン
』
を
や

り
遂
げ
た
」
と
大
杉
氏
は
田

巻
さ
ん
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い

る
。
　
残
念
な
が
ら
、
仕
上
げ
作

業
の
都
合
と
、
制
作
費
が
底

を
つ
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、

二
十
一
日
の
上
映
で
は
荒
つ

な
ぎ
の
未
完
成
フ
ィ
ル
ム
し

か
上
映
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
田
巻
監
督
と
大

杉
氏
の
心
意
気
を
見
に
来
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
田
巻
監

督
は
映
画
を
完
成
さ
せ
る
た

め
の
カ
ン
パ
（
約
四
十
万
円

か
か
る
）
を
募
っ
て
い
る
。

「
黒
い
カ
ナ
リ
ア
」
（
未
完

成
版
）
は
二
十
一
日
午
後
九

時
十
五
分
ご
ろ
上
映
さ
れ

る
。
　
入
場
料
は
当
日
千
二
百

円
、
前
売
り
千
円
（
と
も
に

二
日
間

共
通

、
再

入
場

可
）
。
問
い
合
わ
せ
は
「
に

い
が
た
映
画
塾
」
、
電
話
０

２
５
―
２
４
８
―
９
０
８
８

へ
。

　
▼
カ
ン
パ
お
願
い

　
高
校
生
監
督
が
売
れ
っ
子

俳
優
、
大
杉
漣
さ
ん
主
演
で

撮
っ
た
一
六
ミ
リ
映
画
「
黒

い
カ
ナ
リ
ア
」
が
、
早
く
も

予
算
難
で
完
成
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
。
監
督
の
田
巻
源

太
さ
ん
は
、
カ
ン
パ
を
募
集

し
て
い
る
。

　
予
算
は
予
定
を
オ
ー
バ
ー

し
、
四
十
万
円
に
届
き
そ
う

だ
と
い
う
。
高
校
生
に
と
っ

て
は
苦
し
い
額
だ
。
一
口
五

千
円
で
何
口
で
も
Ｏ
Ｋ
。
カ

ン
パ
の
申
し
出
は
田
巻
さ
ん

の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
０
７
０
―
５
５

６
２
―
５
４
７
９
か
、
全
角

千
文
字
以
内
で
電
子
メ
ー
ル

へ
。

　
「
あ
ん
た
の
映
画
み
せ
て
や
れ
っ
！
」
が
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
、
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
映
画
の
祭
典
「
に
い
が
た
イ
ン

デ
ィ
ー
ズ
ム
ー
ビ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
第
三
回
が
十
一
月
二
十

土

、
二
十
一

日

の
両
日
、
新
潟
市
万
代
の

新
潟
・
市
民
映
画
館
「
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
」
で
開
か
れ
る
。
一
九
〇
〇
年
代
の
最
後
を
飾
る
今
回
は
、
に
い
が
た
映

画
塾
「
第
４
期
映
像
実
践
講
座
」
の
ほ
か
、
一
般
応
募
作
品
と
し
て
二
十
八
本
の
作
品
を
上
映
す
る
。
一
般
応
募
作

の
目
玉
は
売
れ
っ
子
俳
優
の
大
杉
漣
氏
が
出
演
し
て
い
る
一
六
ミ
リ
映
画
「
黒
い
カ
ナ
リ
ア
」
。
高
校
生
監
督
・
田

巻
源
太
さ
ん
の
力
作
だ
。
二
十
一
日
の
上
映
終
了
時
間
は
二
十
五
時
（
二
十
二
日
午
前
一
時
）
の
予
定
で
、
前
回
に

引
き
続
き
、
ま
た
も
や
体
力
勝
負
の
上
映
会
と
な
っ
た
。

にいがた・インディーズムービー
フェスティバル

上映スケジュール

11月20日（土）
第4期にいがた映画塾卒業製作作品

19：00～20：00
　1．「少女の館」小林康紀　11分・16mm
　2．「崇とその仲間達」木原大吾　31分・VHS
　3．「舞い」青柳透　15分・VHS
　監督舞台あいさつ

20：25～21：30
　4．「Birthday」佐藤志歩　8分・8mm
　5．「ひとやすみ」関谷洋美　28分・8mm
　6．「月の下は」神尾一実　15分・8mm
　監督舞台あいさつ

21：45～22：45
　7．「パンダ」冨永雅彦　10分・8mm
　8．「王様と裸」中野敏寛　40分・8mm
　監督舞台あいさつ

11月21日（日）

1回戦　13：30～15：15
　1．「カモメ」高橋のふ　28分　8mm
　2．「斉藤琢己プロモーションビデオ」野上純嗣　　
　　　25分VHS
　3．「街Ⅰ・Ⅱ」吉田健明　6分VHS
　4．「ある男に捧げる挽歌」山岡大祐　28分VHS
　5．「ヘル　ゴーゴー」大橋健一　7分VHS
　監督舞台あいさつ

2回戦　15：30～17：15
　6．「虹のたね」山田佳代　12分8mm
　7．「夏の伝言」春藤陽太郎　26分8mm
　8．「芥子色の空」稲垣国彦　36分S－VHS
　9．「FIGHT  SCENE～DIRECTOR  CUT～短縮　
　　　版」仲沢秀明　5分
　10．「家に帰ろう」結城綾子　16分VHS
　監督舞台あいさつ

3回戦　17：30～19：00
　11．「紫の薔薇殺人事件」高橋亨　30分8mm
　12．「丸の内1701」佐伯知子　20分S－VHS
　13．「若者たち」金子正史　3分VHS
　14．「新・必殺学生仕事人」鈴木貴之　30分VHS
　監督舞台あいさつ

4回戦19：15～21：00
　15．「石の花」蓮井勝彦　44分8mm
　16．「ブランコ」藤木陽平　3分8mm
　17．「BAD  BOY'S  Ｇood  DAYS」石川浩之　35   
    分8mm
　18．「蚊と闘う男」佐藤広一　14分VHS
　監督舞台あいさつ

5回戦　21：15～23：05
　19．「黒いカナリア」田巻源太　10分16mm
　20．「うれしい着ぐるみ」井上朗子　20分16mm
　21．「ぬりえ」柄沢優子　30分VHS
　22．「ワンセルフ」長谷川隆　8分VHS
　23．「A  Light」帯瀬利明　30分VHS
　監督舞台あいさつ

6回戦　23：20～25：10
　24．「t」こまがたちなつ　15分8mm
　25．「PEEP  SHOW」神文哲　5分VHS
　26．「1  NIGHT」真保巌　20分VHS
　27．「ロメオの夜～虚構の限界～」森田義文　27分
　　VHS
　28．「北の国より」更科ヒトシ　30分VHS
　監督舞台あいさつ

大杉漣氏主演作品も登場
20､21日､にいがたインディーズ･フェス

高
校
生

田
巻
さ
ん
監
督

今
年
も
マ
ラ
ソ
ン
上
映
会

映
　
画
　
塾

関
係
は
　
本
18

　
大
杉
漣
（
お
お
す
ぎ
・
れ

ん
）
一
九
五
一
年
、
徳
島
県

生
ま
れ
。
七
四
年
に
劇
団

「
転
形
劇
場
」
に
入
団
し
舞

台
で
活
躍
。
七
八
年
に
映
画

デ
ビ
ュ
ー
。
八
八
年
の
劇
団

解
散
後
は
映
画
を
中
心
に
、

ま
た
テ
レ
ビ
に
も
数
多
く
出

演
。
九
八
年
に
は
「
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
―
Ｂ
Ｉ
」
「
犬
、
走
る
」

な
ど
で
多
数
の
助
演
男
優
賞

を
受
賞
。
今
ま
で
出
演
し
た

映
画
は
二
百
本
以
上
。
今
後

も
出
演
作
品
が
目
白
押
し
。
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ら
始
ま
り
、
「
ビ
デ
オ
を

使
っ
た
三
分
以
内
の
ド
ラ
マ

制
作
」
も
受
講
生
は
い
き
な

り
体
験
。

　
小
林
茂
氏
（
「
阿
賀
に
生

き
る
」
カ
メ
ラ
マ
ン
）
「
フ

ィ
ル
ム
は
ず
っ
と
動
い
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
一
秒
間

に
二
十
四
枚
の
写
真
、
十
秒

で
二
百
四
十
枚
の
写
真
が
並

ん
で
い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ

い
。
つ
ま
り
映
画
と
は
静
止

画
の
集
ま
り
。
人
間
の
錯
覚

で
動
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
だ
け
。
つ
ま
り
『
幻
想
』

で
あ
る
」

　
■
第
二
回
（
五
月
十
六

日
）
　
映
画
監
督
・
青
山
真
治
氏

の
「
映
像
表
現
論
」
。
「
ビ

デ
オ
を
使
っ
た
三
分
以
内
の

物
語
」
十
三
本
を
、
一
本
一

本
上
映
し
な
が
ら
講
評
し

た
。
　
青
山
氏
「
映
画
が
映
画
で

あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
外

の
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な

い
。
映
像
を
使
わ
な
け
れ
ば

語
れ
な
い
物
語
を
撮
る
こ
と

が
映
画
な
の
で
す
」

　
■
第
三
回
（
五
月
二
十
三

日
）
　
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
荒

井
晴
彦
氏
に
よ
る
「
シ
ナ
リ

オ
入
門
」
。
受
講
生
提
出
の

短
編
の
シ
ナ
リ
オ
を
基
に
講

評
し
た
。

　
荒
井
氏
「
映
画
は
役
者
と

カ
メ
ラ
が
あ
れ
ば
バ
カ
で
も

撮
れ
る
が
、
シ
ナ
リ
オ
は
バ

カ
で
は
書
け
な
い
」
「
基
本

と
し
て
映
画
に
映
ら
な
い
こ

と
、
見
え
な
い
こ
と
は
書
か

な
い
。
で
も
シ
ナ
リ
オ
と
は

見
え
な
い
も
の
を
書
く
こ

と
。
そ
れ
は
人
間
の
心
」

　
■
第
四
回
（
五
月
三
十

日
）
　
一
六
ミ
リ
カ
メ
ラ
や
フ
ィ

ル
ム
な
ど
に
触
れ
、
撮
影
機

材
の
仕
組
み
を
学
ぶ
「
機
材

実
習
」
の
一
回
目
が
行
わ
れ

た
。
　
ナ
シ
モ
ト
タ
オ
氏
（
映
像

作
家
）
「
物
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
の
何
か
を

賭
け
る
こ
と
。
そ
し
て
、
誰

か
に
嫌
わ
れ
る
こ
と
」

　
■
第
五
回
（
六
月
六
日
）

　
映
像
作
家
の
か
わ
な
か
の

ぶ
ひ
ろ
氏
を
招
き
「
個
人
・

実
験
映
画
の
鑑
賞
」
を
行
っ

た
。
　
か
わ
な
か
氏
「
こ
ざ
か
し

い
映
画
を
撮
る
よ
り
も
、
形

に
こ
だ
わ
ら
ず
自
分
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
出
し
た
方
が
人
の

心
に
届
く
も
の
が
で
き
る
」

　
■
第
六
回
（
六
月
十
三

日
）
　
劇
団
「
カ
タ
コ
ン
ベ
」
の

戸
中
井
三
太
氏
に
よ
る
「
演

技
実
習
」
、
主
任
講
師
の
笹

崎
隆
氏
ら
映
画
塾
ス
タ
ッ
フ

が
八
ミ
リ
カ
メ
ラ
の
技
術
を

説
明
し
た
。
次
回
の
「
八
ミ

リ
映
画
制
作
実
習
」
の
た
め

に
班
ご
と
の
自
主
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
。

　
戸
中
井
氏
「
演
技
と
は
役

を
生
き
る
こ
と
。
そ
れ
に
は

ガ
ッ
ツ
も
必
要
だ
が
、
ガ
ッ

ツ
だ
け
で
は
役
が
行
き
詰
ま

る
。
だ
か
ら
演
技
論
が
あ

る
」
　
■
第
七
回
（
六
月
二
十

日
）
　
六
班
に
分
か
れ
た
受
講
生

は
、
新
潟
市
内
各
所
で
八
ミ

　
■
第
一
回
（
五
月
九
日
）

　
開
講
日
。
映
画
の
基
礎
か

リ
カ
メ
ラ
を
回
し
、
映
画
制

作
を
体
験
し
た
。

　
「
現
場
は
つ
ら
い
。
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
に
い
か
な
い
。

や
り
た
い
こ
と
を
妥
協
し

た
」
（
あ
る
受
講
生
）
「
そ

れ
が
現
場
だ
」
（
あ
る
ス

タ
ッ
フ
）

　
■
第
八
回
（
六
月
二
十
七

日
）
　
新
潟
大
学
助
教
授
の
北
野

圭
介
氏
に
よ
る
「
映
画
理

論
」
、
主
任
講
師
ナ
シ
モ

ト
・
タ
オ
氏
に
よ
る
「
『
制

作
』
入
門
」
を
行
っ
た
。

　
北
野
氏
「
日
本
映
画
を
語

る
と
き
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
』
と
の

比
較
論
が
中
心
に
な
る
。
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
特
徴
は

『
分
か
り
や
す
さ
』
。
そ
の

分
か
り
や
す
さ
を
確
保
す
る

た
め
に
努
力
し
て
き
た
の
が

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
八
十
年
の
歴

史
だ
」

　
■
第
九
回
（
七
月
四
日
）

　
美
術
評
論
家
の
大
倉
宏
氏

を
招
い
た
講
義
「
表
現
す
る

と
は
」
を
行
っ
た
後
、
受
講

生
に
よ
る
「
卒
業
制
作
企
画

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

延
々
と
続
け
た
。

　
大
倉
氏
「
（
何
か
を
表
現

す
る
と
き
）
頭
の
中
で
し
っ

か
り
練
り
上
げ
た
も
の
を
外

に
出
す
だ
け
で
は
非
常
に
狭

い
作
品
し
か
生
み
出
せ
な

い
。
自
分
の
中
で
考
え
て
い

た
『
意
味
』
を
超
え
た
、
い

わ
ば
無
意
味
な
も
の
が
偶
然

生
ま
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
を

冷
静
に
対
峙
し
受
け
入
れ
て

い
く
作
業
が
大
事
で
あ
り
、

他
人
へ
訴
え
る
も
の
が
生
ま

れ
る
」

　
■
第
十
回
（
七
月
十
一

日
）
　
卒
業
作
品
制
作
へ
本
格
的

に
突
入
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
個
別
相
談
で
実
現
の
可

能
性
を
探
っ
た
が
、
希
望
、

絶
望
、
迷
い
、
意
地
、
取
り

引
き
、
合
従
連
衡
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
、
駆
け
引
き
が

交
錯
し
た
八
時
間
だ
っ
た
。

ま
ず
六
本
の
企
画
が
決
定
。

　
小
林
茂
氏
「
一
つ
の
シ
ー

ン
で
言
え
る
こ
と
は
一
つ
、

一
つ
の
映
画
で
語
れ
る
こ
と

は
一
つ
」

　
■
第
十
一
回
（
七
月
十
八

日
）
　
新
た
に
二
本
の
企
画
に
ゴ

ー
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
、
第
四

期
の
卒
業
作
品
は
全
八
本
と

な
っ
た
。
各
組
は
香
盤
表
作

成
や
ロ
ケ
ハ
ン
な
ど
本
格
的

な
準
備
に
入
っ
た
。
ナ
シ
モ

ト
タ
オ
氏
の
「
絵
コ
ン
テ
」

講
義
も
。
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

｢熱い夏｣を全力疾走
第
４
期
映
画
塾
の
４
カ
月
間

　
「
第
４
期
映
像
実
践
講
座
」
は
五
月
九
日
か
ら
八
月

二
十
九
日
ま
で
全
十
七
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
行
い
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
二
十
九
人
が
「
完
走
」
し
、
八

本
の
卒
業
作
品
が
誕
生
。
並
行
し
て
開
か
れ
た
シ
ナ
リ

オ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
単
独
受
講
者
十
三
人
も
含

め
、
計
四
十
二
人
が
熱
い
一
夏
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今

回
は
映
像
制
作
の
楽
し
さ
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、

「
個
性
的
な
作
品
を
生
む
」
こ
と
も
目
標
の
一
つ
。
十

一
人
の
講
師
の
厳
し
く
、
温
か
い
講
義
。
受
講
生
の
意

気
込
み
。
そ
し
て
卒
業
作
品
を
め
ぐ
る
焦
り
、
い
ら
だ

ち
、
衝
突
、
完
成
し
た
喜
び
、
友
情
…
。
四
カ
月
間
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
毎
回
飛
び
出
た
「
名
言
・
迷

言
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
同
時
開
催
し
た
シ
ナ
リ

オ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
々
飛
び
出
す
名
言

迷
言

受講生とスタッフ全員で記念写真

旧
家
を
借
り
て
撮
影
を
し
た
小
林
組
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（
七
月
二
十
六
日
―
八
月
二

十
八
日
）

　
猛
暑
の
続
い
た
八
月
。
八

組
は
各
自
で
プ
ラ
ン
を
立

て
、
県
内
各
地
で
撮
影
を

行
っ
た
。

　
■
第
十
七
回
（
八
月
二
十

九
日
）

　
ラ
ッ
シ
ュ
上
映
と
、
閉
講

式
が
行
わ
れ
た
。

　
中
野
敏
寛
氏
（
受
講
生
）

「
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
な
が
ら

脳
の
中
か
ら
タ
オ
さ
ん
や
荒

井
晴
彦
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え

て
き
て
、
必
要
以
上
に
苦
し

ん
で
し
ま
っ
た
」

　
五
十
嵐
政
人
氏
（
塾
長
）

「
君
の
企
画
に
人
が
付
か
な

い
の
は
君
自
身
に
問
題
が
あ

る
か
ら
だ
」
「
ま
だ
変
え
て

も
よ
い
、
ま
だ
撮
れ
る
、
ま

だ
あ
き
ら
め
る
な
」

　
■
第
十
二
回
（
七
月
二
十

五
日
）

　
講
義
の
最
終
日
。
映
画
を

撮
る
た
め
に
必
要
な
準
備
項

目
の
確
認
を
、
ス
タ
ッ
フ
と

受
講
生
で
行
っ
た
が
、
依
然

シ
ナ
リ
オ
が
決
定
し
な
い
組

も
あ
っ
た
。

　
五
十
嵐
氏
「
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
持
ち
こ
ま
れ
た
カ
メ
ラ

と
、
映
画
塾
に
あ
る
一
六
ミ

リ
カ
メ
ラ
（
ス
ク
ー
ピ
ッ

ク
）
は
同
一
の
機
種
。
つ
ま

り
映
画
塾
で
撮
っ
た
映
像

は
、
歴
史
的
背
景
と
い
う
意

味
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
撮
っ

た
映
像
と
同
じ
カ
メ
ラ
が
絵

を
切
り
取
っ
て
い
る
。
ゆ
え

に
映
画
塾
と
ベ
ト
ナ
ム
は
同

じ
で
あ
る
」

　
■
第
十
三
回
―
第
十
六
回

　
佐
藤
志
保
氏
（
同
）
「
ア

メ
リ
カ
に
留
学
に
行
く
書
類

を
申
請
し
て
い
る
が
、
な
か

な
か
来
な
い
。
映
画
を
撮
る

危
険
人
物
だ
と
思
わ
れ
て
い

る
の
か
。
そ
れ
な
ら
本
望
」

　
伊
藤
貴
子
氏
（
同
）
「
楽

な
方
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
そ
の

代
わ
り
辛
い
思
い
が
な
か
っ

た
分
、
ち
ょ
っ
と
つ
ま
ら
な

い
。
今
度
は
（
人
の
作
品
を

手
伝
っ
て
）
苦
し
み
た
い
」

　
講
師
は
ナ
シ
モ
ト
タ

オ
、
郡
司
健
、
ほ
か
に
特

別
講
師
と
し
て
荒
井
晴
彦

氏
に
二
度
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
　
一
、
シ
ナ
リ
オ
表

現
の
基
本
的
技
術
を
身
に

付
け
る
。
二
、
映
像
に
よ

る
自
由
な
想
像
の
場
を
提

供
す
る
。
以
上
二
点
を
目

的
と
し
た
。

　
一
に
つ
い
て
は
課
題
を

設
け
た
。
「
別
れ
」
「
四

コ
マ
漫
画
」
「
荒
井
晴
彦

を
あ
ら
わ
せ
」
「
出
会

い
」
。
二
百
字
詰
め
二
十

枚
以
内
の
シ
ナ
リ
オ
を
手

書
き
で
提
出
。
人
間
関
係

の
表
し
方
、
起
承
転
結
、

題
材
の
選
び
方
と
調
理

法
、
シ
ナ
リ
オ
の
構
造
と

伏
線
に
つ
い
て
、
台
詞
と

ト
書
き
の
関
係
な
ど
を
学

ん
だ
。
ま
た
、
映
画
「
月

は
ど
っ
ち
に
出
て
い
る
」

を
見
て
採
録
シ
ナ
リ
オ
と

比
較
し
た
。

　
二
に
つ
い
て
は
各
人
、

自
由
に
作
品
を
発
表
し
、

シ
ナ
リ
オ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

講
評
し
合
う
ス
タ
イ
ル
で

行
っ
た
。
批
評
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
よ
い
作
品
、

作
家
を
生
み
出
す
こ
と
を

主
眼
と
し
た
。

　
わ
ず
か
、
三
カ
月
あ
ま

り
で
基
本
的
な
技
術
を
身

に
付
け
る
の
に
は
無
理
が

あ
る
。
映
像
・
シ
ナ
リ
オ

作
家
を
目
指
す
者
に
と
っ

て
シ
ナ
リ
オ
が
い
か
に
大

事
か
を
考
え
、
シ
ナ
リ
オ

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ

く
り
に
は
役
立
っ
た
と
言

え
る
。
さ
ら
に
、
参
加
者

か
ら
新
鮮
な
作
品
が
提
出

さ
れ
て
、
飯
島
直
美
さ
ん

の
「
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う

作
品
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
も
ま
れ
、
面
白
く
な
っ

て
い
き
、
彼
女
自
身
が
シ

ナ
リ
オ
表
現
で
成
長
し
た

の
は
特
筆
し
て
も
よ
い
。

受
講
料
も
参
加
者
に
と
っ

て
は
お
得
と
い
え
る
も
の

だ
っ
た
だ
ろ
う
。
大
事
な

こ
と
は
、
新
潟
で
初
め
て

「
シ
ナ
リ
オ
」
を
考
え
実

践
す
る
場
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。

講
師
　

郡

司
　
健

　
第
４
期
映
像
実
践
講
座
の

記
録
集
＝
写
真
＝
が
完
成
し

ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
め

ま
い
」
。
第
４
期
の
立
ち
上

が
り
か
ら
の
会
議
の
様
子
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
講
義
の
概

要
、
卒
業
作
品
の
全
シ
ナ
リ

オ
な
ど
を
収
録
。
講
義
の
写

真
も
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
Ａ
四
判
三
十
六
ペ

ー
ジ
、
定
価
三
百
円
。
映
画

塾
会
員
は
無

料
で
す
。

　
ご
希
望
の

方
は
映
画
塾

０
２
５
―
２

４
８
―
９
０

８

８

、

担

当
・
五
十
嵐

へ
。

■月の下は（8ミリ、15分）
　とりあえず、と走り出す1人の若者。後を追って探す2人の
友人。いつしか月明かりが彼らを照らし出す。そして朝。夜
の街と若者たちの心象風景を描く。
【出演】高橋亮輔、松本真樹子、奥山智広【監督・脚本】神
尾一実【撮影】坂上和孝【撮影助手】鈴木貴之【助監督】藤
原由美【録音】冨永雅彦【プロデューサー】山田佳代、青木
久仁子、豊島裕之【制作進行】金子正史

■少女の館（16ミリ、11分）
　古い屋敷に住む美しい姉妹2人の倒錯した姉妹愛は行き場
を失っていく。妹は入りこんだ放浪者に姉を託し、亡くなっ
た母の元へ帰ろうと眠りにつく。
【出演】田中未来、伊藤貴子、戸中井三太（劇団カタコン
ベ）【監督・脚本】小林康紀【撮影】樋口美雪、生野英樹
【助監督】石川武志【制作】山川智子【プロデューサー】笹
崎隆【制作補】坂井勇介

■Birthday（8ミリ、10分）
　よく似た二人の女が海辺にいる。二人は死体を見つける。
死体の顔には包帯。穴を掘り始めると、砂の中からピストル
が出てきた。顔の包帯をとると…。美しくて怖い物語。
【出演】古俣彩、古俣笑【監督・脚本】佐藤志歩【撮影・プ
ロデューサー】清水茂【制作】太田正毅【録音】冨永雅彦
【記録】井上朗子【スチール】高橋美香【協力】安藤麻里
子、立海睦、千葉壮

■舞い（ビデオ、7分）
　突然、部長からクビを宣告された若いサラリーマン。
ショックで舞い始めてしまった。舞いながら旅に出ると、女
の子や怪しい男たちに出会い、とうとう部長も現われた。妄
想の世界を映すバイオレンスコメディ。
【出演】高橋徳治、野上純嗣、斉藤かよ、馬場健、高橋秀樹
【監督・脚本・撮影・編集】青柳透【制作】佐藤めぐみ、高
橋秀樹【音楽】テラサワマサル

■パンダ（8ミリ、10分）
　草むらにマネキン。マネキンを黒く塗りはじめる少女。自
分の体も塗ってみた。でめきんが泳ぐ水槽の向こうに眠る
女。気づくと独りぼっち、上には空が、ここはどこ、私はソ
ラです。自我をめぐるイメージが続く。
【出演】樋口美雪【監督・脚本・撮影・編集・録音】冨永雅
彦【制作・助監督】神文哲【プロデューサー】石川浩之【協
力】高橋美香、須貝奈穂子

■崇とその仲間たち（ビデオ、30分）
　ろう重複障害者が働く『あさひ共同作業所』のある夏の1
日をとらえたドキュメンタリー。監督も障害を持ち、ろうあ
者の指導員との手話によるインタビューが興味深い。
【出演】渡辺崇、通所生とその父母、指導員、ボランティ
ア、木原大吾（インタビュアー）【監督・撮影・編集】木原
大吾【撮影・編集】田村康子【撮影】伊藤康ニ【プロデュー
サー】吉田健明

■王様と裸（8ミリ、45分）
　死体を探しに行く若い男と女。探しているうちに別れ別れ
に。スイカを持った中年男がそれぞれの前に現れる。海で二
人は再会し、思いをぶつけ合うのだった。
【出演】丸山千穂、永田暁児、五十嵐政人【監督・脚本】中
野敏寛【撮影】加藤陽子【DV撮影】道家洋二【制作】駒形
千夏、渡辺典子【プロデューサー】矢部孝男【プロデューサ
ー・DV撮影】堀浩【スチール】高橋美香

■ひとやすみ（8ミリ、28分）
　ある田舎町。ＦＭを聴きながらドライブをしている女の
子。女の子は自転車に乗っている男の子を見つける。行く
先々で男の子とすれ違ううちに互いに意識していくが…
【出演】佐藤ひとみ、長谷川隆【監督・脚本】関谷洋美【撮
影】山田耕平【助監督】清野弘子【制作】武藤未来【プロ
デューサー】星龍雄、宮川直子、柄沢優子【音楽・ラジオ】
更科均、加藤真奈美

第４期卒業作品の紹介

４
期
の
記
録
集

完
成
し
ま
し
た

迷い､喜び
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「
松
竹
ピ
カ
デ
リ
ー
」
で

手
塚
監
督
は
、
約
二
百
人
の

観
客
を
前
に
あ
い
さ
つ
。

「
釜
山
（
韓
国
）
や
ベ
ネ
チ

つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
と
言
っ

て
回
っ
て
い
た
」
と
、
最
大

級
の
賛
辞
で
新
潟
の
協
力
に

感
謝
し
た
。
「
『
白
痴
』
は

見

終

わ

っ

た

後
、
楽
し
か
っ

た
、
面
白
か
っ

た
だ
け
で
忘
れ

て
し
ま
う
映
画

で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の

が
心
の
中
に
た

ま
り
、
新
し
く

何
か
が
心
の
中

で
生
ま
れ
て
い

く
映
画
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
何
年
に
も

渡
っ
て
楽
し
ん

で
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
」

と
話
し
た
。

　
夜
八
時
か
ら

「
新
潟
・
市
民

映
画
館
シ
ネ
・

ウ
イ
ン
ド
」
で

開
か
れ
た
特
別

イ

ベ

ン

ト

で

は
、
八
十
六
席

し
か
な
い
同
館

を
、
倍
近
く
の

観
客
が
埋
め
尽

く
し
た
。
手
塚

監
督
の
新
作
の

短
編
「
実
験
映
画
」
（
永
瀬

正
敏
、
橋
本
麗
香
主
演
）
も

上
映
さ
れ
た
。

　
手
塚
監
督
自
ら
が
進
行
役

も
務
め
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

は
、
映
画
塾
会
員
の
河
内
亜

古
さ
ん
ら
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

四
人
が
出
演
。
当
時
の
思
い

出
話
、
撮
影
の
こ
ぼ
れ
話
な

ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
手
塚
監
督
は
、
空
襲
で
倒

れ
る
住
人
役
で
自
分
も
出
演

し
た
が
、
固
い
地
面
の
上
に

落
ち
て
頭
と
肩
を
強
打
。

「
死
ぬ
か
と
思
っ
た
」
ほ
ど

の
痛
さ
か
ら
ピ
ク
ピ
ク
し
て

い
た
ら
、
「
監
督
、
も
う
一

度
お
願
い
し
ま
す
」
と
Ｎ
Ｇ

を
出
さ
れ
て
困
っ
た
こ
と
、

新
潟
の
米
が
美
味
し
く
て
撮

影
中
に
五
キ
ロ
も
太
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
ど
も
告
白
、

会
場
を
笑
わ
せ
て
い
た
。

　
「
白
痴
」
は
映
画
の
プ
ロ

だ
け
で
な
く
、
メ
イ
ク
担
当

者
の
よ
う
に
映
画
は
初
め
て

の
ス
タ
ッ
フ
や
、
新
潟
、
群

馬
県
桐
生
市
、
全
国
か
ら
映

像
を
志
す
若
者
を
募
っ
た
映

像
十
字
軍
な
ど
、
ご
く
一
般

の
人
た
ち
も
多
く
参
画
し

た
。
手
塚
監
督
は
こ
の
こ
と

に
触
れ
「
ど
う
い
う
映
画
を

つ
く
り
た
い
か
は
最
初
は
監

督
の
作
業
で
す
が
、
途
中
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
の
力
を

必
要
と
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

映
画
の
世
界
と
は
関
係
の
な

い
プ
ロ
の
力
も
で
す
。
そ
れ

ア
（
イ
タ
リ
ア
）
の
映
画
祭

で
は
、
出
演
者
に
対
す
る
反

響
が
一
番
大
き
か
っ
た
。
新

潟
市
民
の
人
た
ち
と
一
緒
に

ぞ
れ
の
力
が
組
み
合
っ
て
映

画
が
で
き
て
い
く
。
そ
れ
だ

け
に
で
き
あ
が
っ
た
感
動
も

大
き
い
」
と
話
し
た
。

　
「
で
き
あ
が
っ
た
感
動
」

―
。
館
内
が
普
段
の
映
画
上

映
と
違
う
雰
囲
気
だ
っ
た
の

は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ま
れ

た
「
商
品
」
の
よ
う
な
既
成

の
映
画
と
は
違
い
、
「
白

痴
」
が
一
年
前
、
ま
さ
に
新

潟
で
つ
く
ら
れ
、
そ
し
て
で

き
た
と
い
う
感
動
を
観
客
一

人
ひ
と
り
が
共
有
し
て
い
た

か
ら
に
違
い
な
い
。

　
「
白
痴
」
は
十
一
月
十
二

日
か
ら
東
京
を
は
じ
め
全
国

で
上
映
さ
れ
る
。

　
■
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
　
開
催
日
　
二
〇

〇
〇
年
八
月
中
旬
▽
応
募
資

格
　
九
八
年
十
二
月
二
十
五

日
以
降
に
完
成
し
た
作
品
▽

応
募
方
法
　
十
二
月
十
日
消

印
有
効
、
応
募
用
紙
に
記
入

し
て
郵
送
、
参
加
費
二
千
円

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

　
Ｐ
Ｆ
Ｆ
事
務
局
、
電
話
０

３
―
３
２
６
５
―
１
４
２
５

　
■
プ
ラ
ネ
ッ
ト
映
画
祭
２

０
０
０
　
開
催
日
　
二
〇
〇

〇
年
二
月
十
八
―
二
十
日
▽

選
考
方
法
　
基
本
的
に
参
加

作
品
は
全
て
上
映
。
上
映
し

き
れ
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
選
考
あ
り
▽
応
募
作
品

規
定
　
特
に
な
し
▽
締
切
り

　
十
一
月
二
十
二
日
必
着
▽

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
　

ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
大
阪
　
文

化
課
『
プ
ラ
ネ
ッ
ト
映
画

祭
』
係
、
電
話
０
６
―
６
９

４
２
―
５
１
４
６
、
Ｅ
メ
ー

ル
　
■
ひ
ろ
し
ま
映
像
展
　

開
催
日
　
二
〇
〇
〇
年
四
月

八
日
（
土
）
、
シ
ネ
ツ
イ
ン

（
広
島
市
中
区
）
▽
応
募
資

格
　
特
に
な
し
。
八
ミ
リ
、

一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
Ｖ
Ｈ

Ｓ
（
Ｓ
―
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
テ
ー
プ

で
応
募
▽
募
集
期
間
　
十
二

月
十
日
か
ら
二
〇
〇
〇
年
一

月
三
十
一
日
ま
で
。
消
印
有

効
▽
応
募
方
法
　
応
募
用
紙

を
必
ず
そ
え
て
、
郵
便
書
留

で
郵
送
。
▽
問
い
合
わ
せ
　

同
映
像
展
の
Ｅ
メ
ー
ル
、

シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
で
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
、
に
こ
や
か
に
話
を
す

る
手
塚
監
督
と
、
河
内
亜
古
さ
ん
（
左
端
）
ら
元
「
白
痴
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら

　
映
画
塾
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
映
画
「
白
痴
」
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
公
開
が
十
月
三
十
日
、
新
潟
市
内
の
映
画

館
二
館
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
。
初
日
は
ど
の
回
も
満
員
。
舞
台
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
た
手
塚
眞
監
督
も
そ
の
熱
気
に

当
て
ら
れ
た
よ
う
で
「
新
潟
に
着
い
た
ら
『
た
だ
い
ま
』
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
」
と
話
し
、
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
が
参
加
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
も
終
始
興
奮
気
味
だ
っ
た
。

　
映
画
塾
設
立
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
映
画
「
白
痴
」
。

そ
の
新
潟
で
の
制
作
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
「
映
画
が
街
に
や
っ

　
「
白
痴
」
に
関
わ
っ
た
動

機
、
資
金
集
め
の
苦
労
、
さ

ま
ざ
ま
な
騒
動
、
映
画
の
現

場
に
立
ち
会
う
喜
び
、
不
安

な
ど
、
ま
さ
の
そ
の
場
に
立

ち
会
っ
た
か
ら
こ
そ
感
じ
る

息
づ
か
い
が
、
こ
の
本
に
は

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
資
料
編
で
は
「
白

痴
」
の
Ｐ
Ｒ
紙
だ
っ
た
「
Ｈ

Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
通
信
」
全
号

の
縮
小
版
、
映
画
完
成
ま
で

の
年
表
、
新
潟
の
関
わ
っ
た

人
た
ち
の
名
簿
な
ど
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
「
白
痴
」
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
楽
し
め
る
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
文

化
の
あ
り
方
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
と
し
て
も
示
唆
に
富
む

一
冊
で
す
。

　
新
潟
日
報
事
業
社
発
行
、

定
価
千
五
百
円
。
全
国
の
主

要
書
店
で
発
売
し
て
い
ま

す
。
映
画
塾
会
員
は
特
別
料

金
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
映

画
塾
事
務
所
、
担
当
・
星
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
な
お
、
収
益
の
大
半
は
映

画
塾
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

て
き
た
白

痴

」

制
作
―
新

潟
の
２
０

０
０
日
物

語
）
」
＝

写
真
＝
が

映
画
塾
会

員
ら
の
手

に
よ
っ
て

完
成
、
全

国
発
売
さ

れ

ま

し

た
。
　
著
者
は

「
『
白
痴
』
の
記
録
編
纂
委

員
会
」
（
編
集
長
・
星
龍

雄
）
。
映
画
塾
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
「
白
痴
」
に
関
わ
っ
た
人

た
ち
の
集
ま
り
で
す
。

　
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
見
て
き
た
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
を
持
ち
寄

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
手
塚

監
督
を
は
じ
め
「
白
痴
」
の

元
ス
タ
ッ
フ
ら
、
五
十
人
以

上
の
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。

手
塚
監
督

た
だ
い
ま
！

映
画

白
痴

新
潟
で
先
行
公
開

も
う
読
み
ま
し
た
か
？

新
潟
の
記
録

好
評
発
売
中
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な
ペ
ー
ジ
で
主
流
の
「
ｃ
ｏ

ｍ
」
ア
ド
レ
ス
を
取
得
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
発
祥
の
地
で
あ
る
米

国
の
機
関
に
正
式
に
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
呪
文
の
よ
う
な

長
い
も
の
か
ら
シ
ン
プ
ル
な

も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
今
後
映
画

塾
で
は
映
画
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
「
に
い
が
た
映
画
塾
コ

ム
」
（
通
称
・
映
画
塾
コ

ム
）
と
呼
び
ま
す
。
な
お
、

従
来
の
ア
ド
レ
ス
は
近
く
使

え
な
く
な
り
ま
す
の
で
早
め

に
変
更
し
て
下
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
ペ
ー
ジ
の
体
裁

も
変
更
し
、
ぐ
っ
と
読
み
や

す
く
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く

し
ま
す
。
通
信
Ｎ
Ｇ
も
カ
ラ

ー
の
写
真
入
り
を
ご
覧
に
な

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
映
画
塾
コ
ム
、
こ
れ
か
ら

も
ご
期
待
下
さ
い
！

　
な
お
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

は
次
の
通
り
で
す
。

　
Ｅ
メ
ー
ル
　

　
映
画
塾
の
「
全
世
界
発
信

メ
デ
ィ
ア
」
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

十
一
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　
第
一
段
と
し
て
、
世
界
的

　
映
画
塾
制
作
の
ラ
ジ
オ
番

組
が
十
二
月
五
日
、
ス
タ
ー

ト

し

ま

す
！
　
番
組
名

は
「
Ｃ
ｉ

ｎ
ｅ
ｍ
ａ

で

愛

し

て
」
。
新

津
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
Ｆ
Ｍ

局
「
ラ
ジ

オ
チ
ャ
ッ

ト
」
（
七

六
・
一
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
で
毎

週
日
曜
日
午
後
五
時
か
ら
お

送
り
し
ま
す
。

　
毎
回
、
映
画
塾
の
関
係
者

や
映
像
作
家
を
招
い
て
話
を

聞
く
コ
ー
ナ
ー
「
メ
ダ
カ
の

学
校
」
や
、
一
つ
の
映
画
を

取
り
上
げ
、
そ
の
映
画
の
好

き
嫌
い
を
と
こ
と
ん
バ
ト
ル

（
？
）
す
る
「
う
ふ
ふ
、
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
」
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　
メ
イ
ン
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
は
映
画
塾
会
員
の
加
藤

真
奈
美
さ
ん
＝
写
真
＝
。
加

藤
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
半

年
間
は
風
邪
も
ひ
か
ず
、
嫁

に
も
行
か
ず
ラ
ジ
オ
一
筋
で

頑
張
り
ま
す
。
映
画
塾
で
は

新
参
者
で
す
が
こ
の
番
組
を

き
っ
か
け
に
、
映
画
を
つ
く

る
楽
し
み
を
味
わ
え
た
ら
な

ぁ
と
ひ
そ
か
に
憧
れ
て
い
ま

す
」
と
や
る
気
満
々
の
コ
メ

ン
ト
。

　
映
画
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

を
話
す
「
遙
か
ノ
ス
タ
ル
ジ

ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み

な
さ
ん
の
思
い
出
の
映
画
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
映
画
塾

事
務
所
ま
で
お
便
り
下
さ

い
。
　
日
曜
の
夕
方
は
ユ
ー
ミ
ン

（
Ｆ
Ｍ
新
潟
）
で
は
な
く
、

七
六
・
一
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
に

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

映
画
塾
コ
ム

と
呼
ん
で
ね
！

映画塾コム

映画塾ラジオ
12月スタート!
新津のＦＭ局で毎日曜

　
―
上
映
鑑
の
年
間
活
動

と
、
会
員
に
な
る
に
は
？

　
上
越
の
映
画
館
で
上
映

で
き
な
か
っ
た
作
品
な
ど

「
観
た
い
映
画
」
を
高
田

中
劇
会
館
（
上
越
市
）
を

お
借
り
し
て
年
に
五
回
、

上
映
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
鑑
賞
後
の
合
評
会

や
、
必
要
で
あ
れ
ば
学
習

会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
機

関
紙
「
フ
ィ
ル
ム
フ
ァ

ン
」
を
各
例
会
ご
と
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
に
な
る
に
は
入
会

金
五
百
円
と
年
会
費
四
千

円
（
中
高
生
は
二
千
五
百

円
）
を
前
納
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
す
。
年
会
費
は

五
回
の
例
会
鑑
賞
分
と
な

る
の
で
、
映
画
を
１
本
八

百
円
で
観
ら
れ
る
わ
け
で

す
。
　
―
増
村
さ
ん
が
映
画
を

　
映
画
に
様
々
な
形
で
携

わ
っ
て
い
る
方
々
の
人
柄

や
団
体
の
活
動
を
紹
介
す

る
「
映
画
塾
ト
ー
ク
」
。

第
２
回
は
新
潟
・
上
越
地

域
の
人
々
に
良
質
な
映
画

作
品
を
提
供
し
よ
う
と
二

十
年
以
上
頑
張
っ
て
い
る

「
上
越
映
画
鑑
賞
会
」

（
以
降
「
上
映
鑑
」
）
の

会
長
、
増
村
俊
一
さ
ん

（
四
五
）
で
す
。
な
お
、

全
文
は
「
映
画
塾
コ
ム
」

で
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
聞
き
手
・
清
水
富

美
子
）×
　
　
×
　
　
×

　
―
上
映
鑑
は
ど
の
よ
う

な
団
体
な
の
で
す
か
？

　
上
越
地
域
に
住
む
映
画

大
好
き
人
間
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
一
九
七
六
年
に

結
成
さ
れ
た
映
画
の
自
主

上
映
団
体
で
す
。
現
在
の

会
員
数
は
約
二
百
五
十
名

（
七
月
現
在
）
で
す
。
ま

た
全
国
的
な
団
体
「
映
画

鑑
賞
団
体
全
国
連
絡
会
議

（
全
国
映
連
）
」
を
結
成

し
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
交

流
・
協
力
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

上越映画鑑賞会・会長　増村　俊一さん（45）

映映画画塾塾

楽
し
む
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
の
作
品
は
？

　
藤
田
敏
八
監
督
の
「
赤

い
鳥
逃
げ
た
？
」
（
七
三

年
）
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で

洋
画
が
好
き
だ
っ
た
の
で

す
が
、
大
学
時
代
に
京
都

に
い
て
邦
画
を
観
ま
く
っ

た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
時

に
出
会
っ
た
作
品
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
の
自

分
の
心
情
と
重
な
っ
て
感

動
し
た
ん
で
す
。

　
―
上
映
鑑
に
入
っ
た
い

き
さ
つ
は
。

　
京
都
か
ら
上
越
に
戻
っ

た
の
は
七
八
年
四
月
。
同

年
九
月
の
第
七
回
例
会
が

新
藤
兼
人
の
「
裸
の
島
」

で
し
た
。
上
映
を
知
っ
た

と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
上

越
で
こ
の
作
品
を
上
映
す

る
と
は
一
体
ど
ん
な
団
体

な
の
だ
ろ
う
と
、
非
常
に

興
味
を
持
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

　
「
裸
の
島
」
は
映
画
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
人
に
は

必
見
の
作
品
で
す
。
セ
リ

フ
を
一
切
排
し
、
映
像
と

音
、
音
楽
で
語
っ
た
作

品
。
黒
田
清
巳
の
撮
影
、

林
光
の
音
楽
も
素
晴
ら
し

い
。
ビ
デ
オ
で
な
く
絶
対

ス
ク
リ
ー
ン
で
観
て
く
だ

さ
い
。

　
会
員
に
な
っ
て
や
は
り

良
か
っ
た
の
は
、
上
越
で

も
観
た
い
作
品
が
観
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
。
も
ち
ろ

ん
金
額
や
、
そ
の
他
の
条

件
に
お
い
て
む
ず
か
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
。

　
―
「
映
画
は
や
っ
ぱ
り

ス
ク
リ
ー
ン
！
」
が
上
映

鑑
の
合
言
葉
で
す
が
、
そ

こ
ま
で
映
画
館
で
の
鑑
賞

に
こ
だ
わ
る
理
由
は
？

　
も
ち
ろ
ん
第
一
に
サ
イ

ズ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

作
り
手
は
基
本
的
に
映
画

館
で
上
映
さ
れ
る
映
像
を

撮
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
映
画
館
で
鑑
賞
し
な

い
と
そ
の
意
図
や
効
果
を

正
し
く
感
じ
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
上
映
時
の
サ
イ
ズ
で

見
え
て
い
る
も
の
が
ビ
デ

オ
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
存

在
し
な
い
な
ん
て
、
作
品

と
し
て
は
完
全
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
り
手

は
ど
こ
ま
で
を
フ
レ
ー
ム

に
入
れ
る
か
考
え
て
撮
影

し
て
ま
す
。
そ
れ
を
無
視

す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
　
第
二
の
理
由
は
観
客
で

す
。
家
で
一
人
で
ビ
デ
オ

鑑
賞
す
る
の
と
、
満
員
の

映
画
館
で
観
る
の
と
で
は

同
じ
作
品
で
も
全
然
ち
が

う
で
し
ょ
？
　
シ
ー
ン
の

一
つ
ひ
と
つ
に
自
分
以
外

の
他
人
の
反
応
が
感
じ
ら

れ
、
そ
れ
が
映
画
に
対
す

る
印
象
や
記
憶
に
影
響
し

ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
観

客
も
、
映
画
鑑
賞
に
お
け

る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
な

の
で
す
。

　
映
画
を
観
る
こ
と
も
一

つ
の
出
会
い
な
ん
で
す

よ
。
タ
イ
ミ
ン
グ
や
状
況

に
よ
っ
て
第
一
印
象
が
決

ま
る
。
ビ
デ
オ
で
初
め
て

の
出
会
い
を
し
た
く
は
な

い
ん
で
す
。

　
―
最
後
に
、
若
き
映
像

作
家
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
た
く
さ
ん
感
動
す
る
こ

と
で
す
。
絵
を
観
た
り
、

本
を
読
ん
だ
り
、
音
楽
を

聴
い
た
り
。
映
画
っ
て
い

ろ
ん
な
世
界
を
描
い
て
い

る
で
し
ょ
。
だ
か
ら
、
文

化
・
芸
術
分
野
だ
け
で
な

く
実
生
活
の
様
々
な
こ
と

に
も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
感
性
を
豊
か

に
し
、
映
像
表
現
に
つ
な

が
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
　
増
村
俊
一
（
ま
す
む

ら
・
し
ゅ
ん
い
ち
）
１
９

５
４
年
５
月
２
４
日
、
中

頚
城
郡
板
倉
町
出
身
、
上

越
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
倶
楽
部
会

員
。
立
命
館
大
卒
業
後
、

７
８
年
に
上
越
へ
。
８
４

年
か
ら
上
越
市
南
本
町
３

で
絵
本
と
飲
物
が
楽
し
め

る
喫
茶
店
「
プ
ー
横
丁
」

を
経
営
。
絵
本
は
約
８
０

０
冊
が
並
ぶ
。

映
画
館
で
の
感
動
大
切
に

観
た
い
作
品

を
募
り
上
映
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も
の
の
、
実
際
の
収
入
は
半

分
程
度
に
と
ど
ま
り
、
厳
し

い
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

八
ミ
リ
映
画
機
材
や
ビ
デ
オ

編
集
機
な
ど
、
一
年
間
で
か

な
り
の
機
材
が
壊
れ
ま
し
た

が
、
予
算
難
か
ら
修
理
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
会

員
に
お
送
り
し
て
い
る
、
こ

の
「
映
画
塾
通
信
Ｎ
Ｇ
」
の

郵
送
費
も
苦
し
く
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
突
入
す
る
冬
の

暖
房
費
に
も
事
欠
く
あ
り
さ

ま
で
す
。

　
機
材
を
充
実
し
、
事
務
所

で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

活
発
に
す
る
た
め
に
も
、
本

年
度
の
当
初
予
算
と
同
規
模

の
額
は
最
低
必
要
で
す
。

　
会
費
は
九
九
年
度
と
同
じ

く
月
額
五
百
円
（
年
一
括
払

い
六
千
円
）
、
同
千
円
（
同

一
万
二
千
円
）
、
同
二
千
円

（
同
二
万
四
千
円
）
、
年
額

三
千
円
。
一
期
―
四
期
の
卒

業
生
に
限
り
、
〇
円
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
更
新
書
に
そ

の
旨
記
入
し
返
送
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
毎
月
の
納
入
が

滞
っ
て
い
る
会
員
も
い
る
の

　
二
〇
〇
〇
年
度
総
会
は
十

二
月
二
十
六
日
、
午
後
三
時

か
ら
新
潟
市
万
代
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
す
。
議
案
は
決

算
報
告
、
役
員
体
制
、
予
算

提
案
、
そ
の
他
会
員
か
ら
の

提
案
事
項
な
ど
を
話
し
合
い

ま
す
。
総
会
の
後
、
忘
年
会

を
開
き
ま
す
（
場
所
は
未

定
）
。
ど
ち
ら
も
会
員
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
九
九
年
度
は
、
六
十
二
万

五
千
円
の
予
算
を
見
込
ん
だ

で
、
で
き
る
だ
け
一
括
払
い

か
郵
便
局
の
口
座
引
き
落
と

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
員
の
特
典
は
①
映
画
塾

通
信
Ｎ
Ｇ
！
の
送
付
　
②
事

務
所
の
機
材
を
格
安
で
利
用

　
③
事
務
所
を
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
場
所
と
し
て
利

用
　
④
映
像
制
作
の
相
談
が

受
け
ら
れ
る
―
で
す
。

　
な
お
、
映
画
塾
の
会
費
は

年
度
ご
と
で
す
。
本
年
度
の

途
中
で
入
会
し
た
人
も
、
一

月
か
ら
新
年
度
の
会
費
納
入

が
必
要
な
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

4月9日　CineCineBangBangVol.5　真保巌特集

（RoomNo.2001）

4月17日　市民プロデュース考座　映画「白痴」プロデュー

サーの古澤敏文氏と新潟で文化活動を行っている4氏がパネ

ルディスカッション。地域の文化プロデュースの方向性を

探った（芸文会館）

5月10日―8月29日 第4期映像実践講座（万代市民会館）

5月14日　CineCineBangBangVol.6　金沢良美特集

（RoomNo.2001）

6月1―6日　個展「KISS ME」　第3期ＯＢの神文哲さんが、

恋愛の幸せな感情を素直に表現。詩や絵など作品19点を展示

（自由空間「蔵」）

6月11日　CineCineBangBangVol.7　新潟8ミリの復活

（RoomNo.2001）

7月2―12日　inoutグループ展「RE（かいこ）」　映像集団

「inout」12人によるグループ展（「自由空間・蔵」）

7月9日　CineCineBangBangVol.8　井上朗子特集

（RoomNo.2001）

7月24日　長岡アジア映画祭インディーズムービー・コンペ

ティション　第1期ＯＢの三浦威さんが審査員特別賞を受賞

（長岡リリックホール）

8月10―16日　豊崎博光写真展―地球被爆・はじまりの半世

紀　世界各地の核実験の現場と被爆者を写真に記録している

ジャーナリスト・豊崎氏の写真展（万代リターナ）

9月3日―　子ども映画塾　新潟大学付属中学の授業に協力。

映画塾講師の笹崎隆氏が講師となり、中学生8人が映像制作

の体験中

9月10日　CineCineBangBangVol.9　加藤陽子特集

（RoomNo.2001）

10月8日　CineCineBangBangVol.10　野上純嗣特集

（RoomNo.2001）

10月16日　矢口史靖ムービードライブ　映画塾講師も務めた

矢口史靖監督の新作上映記念のイベント。「ワンピース」作

品6本や、「バードウオッチング」（1997年）、「雨女」

（90年）を上映。万代市民会館の視聴覚室は約60人の観客で

あふれた。鈴木卓爾氏も駆けつけてくれた（万代市民会館）

「
に
い
が
た
映
画
塾
」
は
十
一
月
一
日
付
で
、
市
民
団
体
と
し
て
の
設
立
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
年
度
と
な
る
二
〇
〇
〇
年
度
総
会
は
十
二

月
二
十
六
日
（
日
）
、
万
代
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。
新
年
度
は
一
月
一
日
か
ら
。
今
年
中
の
新
年
度
会
費
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
納
入
も
お
願
い
し
ま
す

月
　
日
に
総
会
開
催

12

26厳
し

い

財
政
状
況

（
決
定
事
項
の
み
掲
載
）

　
■
第
十
一
回
（
四
月
六

日
）
決
定
事
項
な
し
■
第
十

二
回
（
二
十
日
）
同

　
■
第
十
三
回
（
五
月
十
一

日
）
映
画
塾
主
催
の
も
の
以

外
は
リ
ソ
グ
ラ
フ

印
刷
機

使
用
を
有
料
化
す
る
。
イ
ン

ク
、
版
下
代
が
か
さ
ん
で
い

る
た
め
。
１
枚
１
円
。
両
面

印
刷
の
場
合
は
１
枚
２
円
。

自
己
申
告
で
笹
崎
へ
支
払
っ

て
下
さ
い
▽
フ
ァ
ク
ス
を
買

い
換
え
る
こ
と
に
す
る
▽
シ

ネ
・
ウ
イ
ン
ド
に
も
ス
ペ
ア

の
鍵
を
置
く
。
事
務
所
に
来

て
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
る
場

合
は
ウ
イ
ン
ド
専
従
の
花
岡

さ
ん
へ
。

　
■
第
十
四
回
（
六
月
一

日
）
決
定
事
項
な
し
■
第
十

五
回
（
十
五
日
）
同
■
第
十

六
回
（
七
月
六
日
）
同
■
第

十
七
回
（
二
十
日
）
同

　
■
第
十
八
回
（
八
月
三

日
）
事
務
所
前
の
道
路
に
車

を
止
め
る
人
が
多
く
、
何
回

か
ク
レ
ー
ム
が
来
て
い
る
。

路
上
駐
車
は
禁
止
。
駐
車
場

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
▽
掃
除

当
番
を
決
め
る
こ
と
に
す
る

　
■
第
十
九
回
（
十
七
日
）

決
定
事
項
な
し
■
第
二
十
回

（
九
月
七
日
）
同

　
■
第
二
十
一
回
（
二
十
一

日
）
ゴ
ミ
は
原
則
と
し
て
持

ち
帰
る
。
事
務
所
を
使
う
と

き
は
事
前
に
連
絡
と
ボ
ー
ド

書
き
込
み
を
お
願
い
。

　
■
第
二
十
二
回
（
十
月
四

日
）
決
定
事
項
な
し
■
第
二

十
三
回
（
十
九
日
）
同

■
第
二
十
四
回
（
十
一
月
二

日
）
二
〇
〇
〇
年
度
総
会
は

十
二
月
二
十
六
日
開
催
▽
使

い
回
し
て
い
た
「
白
痴
」
の

封
筒
が
な
く
な
っ
た
の
で
、

映
画
塾
の
封
筒
を
発
注
▽
コ

ピ
ー
機
が
壊
れ
た
。
早
急
に

安
い
中
古
を
探
し
て
購
入
。

　
松
木
毅
さ
ん
（
第
１
期
Ｏ

Ｂ
）
が
九
月
十
日
、
朝
妻
知

美
さ
ん
と
ご
結
婚
し
ま
し

た
。
挙
式
は
映
画
塾
事
務
所

す
ぐ
近
く
の
花
園
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
。
末
永
く
お
幸
せ

に
！

　
「
白
痴
」
の
記
録
執
筆

で
、
夏
号
は
出
せ
な
か
っ
た

こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。
第

八
号
は
一
月
下
旬
で
す
。

【
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
星
龍

雄
、
清
水
富
美
子

【
題
字
】
宮
川
直
子

編
集
後
記

定
例
会
報
告

お
め
で
と
う
！

　
毎
月
第
二
金
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
月
イ
チ
上
映
会

「
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｂ

ａ
ｎ
ｇ
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
」
（
シ
ネ

シ
ネ
・
バ
ン
バ
ン
）
。
十
二

月
十
日
は
第
３
期
映
画
塾
の

卒
業
生
で
、
山
形
県
天
童
市

在
住
の
佐
藤
広
一
さ
ん
の
特

集
で
す
。

　
上
映
作
品
　
狩
る
男
三
部

作
（
「
狩
る
男
」
「
狩
る
男

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｓ
」
「
狩
る

男
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
）
▽

蚊
と
闘
う
男
▽
た
な
ご
日
和

　
来
年
一
月
以
降
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
未
定
で
す
。

　
会
場
は
新
潟
大
正
門
わ
き

「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
　
Ｎ
ｏ
　
２
０

０
１
」
。
入
場
無
料
、
た
だ

し
ド
リ
ン
ク
、
料
理
を
注
文

し
て
下
さ
い
。
午
後
八
時
開

始
で
す
。

シ
ネ
バ
ン

月
は
佐
藤
広
一
特
集
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